
 

平成 30 年度 

第１回湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 
 

 

日 時：平成 31 年３月 15 日（金）午後２時 

場 所：湯沢市役所皆瀬総合支所 

 

 

 

次   第 
 

 

   

 

１．開   会 

 

   

 

２．会長あ い さ つ 

 

 

 

３．案   件 

 

① 2018 年度調査結果について（報告） 

 

     ② 2019 年度調査計画について（協議） 

 

 

 

  ４．そ の 他 

 

 

 

５．閉   会 



№ 氏名 所属 備考

1 松葉谷　治 秋田大学名誉教授 学識経験者

2 後藤　克利 湯沢市総務部長 自治体

3 佐々木　辰巳 湯元地区集落 地域住民

4 伊藤　多郎兵衛 湯沢市観光物産協会 地場産業関係者

5 阿部　司 阿部旅館 地場産業関係者

5 佐藤　智子 小安峡きらめき女子会（小安峡の宿こまくさ） 地場産業関係者

6 佐藤　恵 小安峡きらめき女子会（元湯クラブ） 地場産業関係者

8 佐藤　辰郎 小安峡観光案内人の会会長 自然保護団体

9 髙橋　昇 皆瀬川筋漁業協同組合代表理事組合長 漁業関係

10 佐藤　輝寛 秋田森林管理署湯沢支署支署長 オブザーバー

8 関口　淳也 秋田県生活環境部自然保護課副主幹 オブザーバー

9 松橋　哲也 秋田県生活環境部自然保護課主査 オブザーバー

10 山上　和丘 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主査 オブザーバー

11 簾内　克弘 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主査 オブザーバー

12 髙橋　公明 秋田県雄勝地域振興局農林部森づくり推進課班長 オブザーバー

（調査事業者）

出光興産株式会社

国際石油開発帝石株式会社

（事務局）

湯沢市総務部企画課

湯沢市小安地域地熱資源活用協議会　出席者名簿
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湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 議事録 

 

 日時 平成31年3月15日（金）14:00～15:20 

 場所 湯沢市役所皆瀬総合支所 

 

（案件）① 2018年度調査結果について（報告） 

    ② 2019年度調査計画について（協議） 

 

○事業者 2018年度調査結果について説明 

2019年度調査計画について説明 

○松葉谷会長 これまでの説明について、ご質問ご意見等ありましたらお願い

します。 

○佐藤委員 2018年に噴気試験を３週間していますが、この後2020年に数か

月の噴気試験を行う計画ですが、この結果で建設に向かうのです

か。 

○事業者 噴気試験は2018年に３週間程度、2017年も３週間ほど行ってお

ります。この時のモニタリング調査で、調査井との関わりがある

ところ、ないところが分かってきました。もう少し長く調査をし

てみないと詳しいところが分からないので、数か月の噴気試験を

実施したいと思っています。少しずつ試験の期間を長く実施し

て、影響等を詳しく調べていきたいと考えています。 

○事業者 実証試験は数か月間一斉に噴気させて、モニタリングをしま

す。同時に噴出のデータを使用して、モニタリング結果と整合す

る地下の貯留層の構造モデルを計算します。噴出させる量によっ

て15年後、30年後の変化を予測します。その予測結果で噴出させ

る適正な量を判断し、まわりに影響がないことが確認できれば、

発電所建設に向かうことになります。 

○伊藤委員 スケールはどのように着きますか。 

○事業者 ３週間ぐらいの噴気試験ではスケールは、ほとんど着きませ

ん。長く噴気させるとスケールが着くのかもまだ分かりません。 

○阿部委員 仮に周りに影響が出た場合、影響が出ないようにすることがで

きるのですか。 

○事業者 影響が出ないように注意をしておりますが、仮に影響が出た場

合は、影響する井戸を判別して、その井戸を使用しない対応など
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もありますが、影響の度合いによって、対策方法が変わってくる

と思います。 

○阿部委員 発電所の還元前の熱水を温泉旅館に配湯できますか。 

○事業者 排水まで法律に沿った取り扱いができれば可能ですが、難しい

と思います。 

○松葉屋会長 還元前の熱水を温泉旅館に配湯することは、技術的には出来ま

すが、輸送管にスケールが沢山着きます。輸送管等を維持保守す

る経費は高額になります。また、温泉という表示ができなくなり

ます。 

○藤井会長 ほかに質問やご意見はないでしょうか。 

それでは、本日の説明通り2019年度の事業計画について、協議

会の意向として了承としたいと思います。 

 


